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明治大学社 会科学研究所の個人研究 として 「国際法の新動向」について研 究 してきたが,本 年度
は, その研究の一端を 「明治大学 と国際法」 としてまとめ,明 治大学 とその前身である明治法律学校
において,国 際法が どのように研究 ・講義されてきたかを検討することにした。明治法律学校 は,わ
が国法学教育 の上で,先 進的役割 を果 してきたのだか ら,そ こにおける国際法(万 国公法)』の研究 ・
☆本学名誉教授
一155一
明治大学社会科学研究所紀要
教育の発展の動向を辿 り,それを明らかにしてお くことは,わ が国の国際法学の研究 ・教育の動向を
見てい く上 に も有 益で あろ うと考 える。
一 明治法律学校 と万国公法
1創 設 時の状 況 一
明治大学の前身である明治法律学校 は,今 か らち ょうど116年前の,1881年(明治14年)1月17日
に,麹 町区有楽町3丁 目1番地の旧島原藩邸で開校された。そのために,そ の日が,明 治大学の創立
記念 日 とされ てい るO昨 年.(1995年)11月1]日に その場 所,具 体 的 に は,現 在,数 奇 屋橋 のニ ュー ト
ーキョーのある場所の隣に,立 派な 「明治大学発祥の地」の記念碑が建 てられた。
当時その場所にあった島原藩邸 は,自 由民権運動団体 であった 「三楽舎」の演説会場にもなってい
たが,そ の場所に明治法律学校が作 られ,し ばらくは,そ の同 じ場所で,「三楽舎」の演説会 も開か
れていた。
明治法律学校の創立者は,ご 承知の通 り,岸本辰雄,宮 城浩蔵,矢 代操の三氏である。 この3人
は,それぞれ島根,天 童(山 形),鯖江の藩から推薦され,共 に司法省法学校明法寮 に入 って,ボ ア
ソナー ド,ブ スケ等 について,フ ラ ンス法 を学 んだが,岸 本 と宮城 の両 氏 は,'さらに,1876年(明治
9年)フ ランスに留学 して法律学 を研 究 した。 それ は国家学,民 法,刑 法 な どが主 で,国 際法 までは
手が廻 らなかっただろうと思われるが,当 時 としては,極 めて先端的な研究だ った と思われ る。矢代
氏だけは,日本に残 り,北畠道龍,大 井憲太郎氏 らと共 に,講 法学舎 を設立 し,そ の教頭 をつ とめて
いたが,1880年(明治13年)に フランスか ら帰朝 した岸 本,宮 城両氏 をその講 師 に迎 えた。 しか し,
その後,講 法学舎 に内紛 があ り,岸 本,宮 城,矢 代 の3氏 は,同 学舎 を去 って,新 し く明 治法律学 校
を創設 した。
明治法律学校設立の趣旨は,「人文の開明,国 運 の進歩 をはかるために法理 を講究 し,そ の真諦を
拡張すること」にあ り,創立当初の学校規則によると,その趣旨を実現するために,日本 および諸外
国の法律 を教授する専門学校たることを意図していた。
当初 の教員 とその担当科 目は,次 の よ うな もので あった。
創立者の岸本辰雄がフランス商法 と行政法,宮 城浩蔵が 口本刑法,矢 代操がフランス契約法,光 妙寺
三郎が憲法,井 上正一が行政法,熊 野敏三が万国公法,法 律大意,人 事法,相 続法,磯 部四郎が フラ
ンス財産法,井 上操が財産法,治 罪法,一 瀬勇三が売買,賃 貸借,'杉村虎一が訴訟法,西 園寺公望が
討論会,ア ッペールが経済学(通 訳を宇川盛三郎が担当)等 。
2「 万国公法」の初代担当者,熊 野敏三
1885年(明治18年)9月 に発表 された学 科 目の公示 に よる と,「万 国公 法」 は,第3年 目に配 当 さ
れ,熊 野敏三が担当している。つま り,明治大学の前身,明 治法律学校の初代の 「万国公法」の担当
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者 は,熊 野敏 三であ った。
この熊野敏三 は,優 秀 な人物 だ った よ うだが,謎 の多 い人物 で もあ る。 まず,そ の名前 も,(タ マ
ノ ・トシゾ立)と,読 むのだ と思 われ るし,そ して事実 ,大 日本 人名辞 典(講 談社)に は,そ う記 さ
れ てい るが,大 日本 人名大事典(平 凡社)に は,タ マ ノ ・ビ ンゾー と書 かれ てい る。
また,態 野敏三 は,1854年(安政元年)12月22日の生 れ とされ てい るが,安 政2年1月 の生 れ,さ
らには,安 政3年 生れだ との記載 もある。同氏 は,山 口県の士族,阿 武郡萩松本弘法谷の出身で,明
治5年 に岸 本,宮 城 ら8名 と共 に,大 学南校 か ら,司 法省 明法寮(生 徒20名)に 移 り,岸 本,宮 城 に
先 立 って,1875年(明治8年)8月 か らフ ランス に留 学 し,1883年(明治16年)7月 フ ランス法学博
士 の学位 を得 て,そ の10月に帰朝 した。
その後,,民法,.商法 の法典編 纂 に従事 し,1890年(朋治23年)司 法省 の文官普通 試験委員 ,同10月
大 審院判 事 にな った が`法 典 論 争 のあ と,1899年(明治27年)に 辞 任 し,弁 護 士 を は じめ,1899年
(明治32年)'10月26日,46歳で死 亡 した。 墓 は,青 山墓地 にある。
明治大学 の記録 で は,1882(明 治15年)10月に明治 法律学 校 の教 員 にな った とされ,彼 の死 後,
明治32年11月15日に発行 された 『明治法学』第3号 に記載 された弔辞に も確かに 「博士が初 めて本校
講 師の任 に就 かれ しは,明 治15年に在 り」 と書 かれ てい る。
ところで,第2次 世界大戦後 の196年に筒井若水,広 部和也両氏がジュリズ ト400号の 「学説100年
史」に書 かれた 「国際法」の部の記述 によると,「明治20年の後半 までは,国 際法研究の前史時代 と
もいうべき時期であった。 この時代の最初の頃にあっては,国際法の知識 を吸収することに熱心であ
った。従 って,そ こでの主たる作業は国際法の外国著書の翻訳であった。一 東京開成学校 や東京帝
国大学の国際法の講義 は,最初 は,他 の講義 と同 じように,専 ら外国人 によって行なわれて:いた。
188年(明 治16年)に 栗塚省 吾 が 日本人 と して初 め て 国際法 の講義 を した」(p.216-217)と書 かれ
て い る。
もし,熊野敏三が1882年(塑[X15年)10月から明治法律学校で万国公法の講義を開始 していた とす
る と,そ れ は,「日本 人 が,日 本 で初 堕玉,国 際法 の講 義 を したの は,明 治大学 にお いて,で あ った
とい う」画期的 な こ とになるO
明治法律 学校 では,1885年(明治18年)2月7日 『明治雑 誌』が発 刊 され,そ の講義 の部 に,熊 野
は,「法律大 意」 を執筆 してい る(百 年史m巻177ペー ジ)。
また,1886年(朋治19年)に 法律学 部 のほ か に,行 政学部 が新 設 され たが,こ の両学 部共 に,「万
国公法」 の科 目を,第3学 年 に置 いて いた。
なお,こ の年,1886年(明治19年>12月11日(土),神田区 駿河台 南 甲賀町H番 地 にか ね てか ら新
築中の校舎が落成 し,明治法律学校の移転開椋式が,午 後2時 か ら挙行 された。
3「 万国公法」か ら 「国際法」へ
その翌年(明 治20年)'になると,学校 の 日課表 にボ木曜 日午後3時 か ら,(行政学部三年,「国際
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法」熊野書)等 と記載されている。学期末の定期試験科 目としては,法 律学部 には奇妙な ことに国際
法の科 目の記載 はな く,行政学部 に,(「国際法」3年)の 記載がある6こ の時点で,明 治法律学校で
は,従来の 「万国公法」の名称 を,「国際法」に変更 したこ とが判 る。国際法 を学ばれた方 はご存 じ
の よ うに,InternationalLawとい う言葉 は,ア メ リカの宣教師 で中 国 ・北 京 の 「同文 館」 で国 際 法
を教 え て い た ウ ィ リア ム ・マ ー チ ンWilliam.AlexallderParsollsMartin(1968年か ら国 際 法 を教
え,1869年校 長 に な っ た)が,1864年'に,HellryWheatonのElementsofInternationalLawを中
国語 に翻訳 した時に,『万国公法』 と翻訳 し,そ の本が 日本 に伝 えられて,復 刻 されて以来,hter一
nationalLawの訳 語 として は,日 本 で も,一 般 に 「万 国公 法」 の語 が用 い られ て いた。・その後,箕
作 麟 祥 が,TheodoreD.Wooleseyの亙ntroductiolltotheSttIdyofInternaUonalLawを1873年に 日
本語 に翻訳 した際,『国際法 ・一名万国公法」 として,「国際法」の語 を用いて以来,次 第 にそれが用
いられるようになった。学科 目の名称 としても,従 来は 「万国公法」の名称が一般 的だったのが,明
治14年の東京帝国大学 の学科改正の時に 「国際法」 と改め られた,と い うのが通説だか ら,明 治法律
学校でもうそれにならって 「国際法」への学科名称変更 を行なった もの と認 められ る。
なお,明 治法律学校で最初 に国際法 を担当 した熊野敏三が,ど の ような教科書 を使用 していたの
か,あ るい は使 用 せず に講 義 して いたの か は,は っき りしない。 しか し,彼 は,1890年(明治23年)
4月に,『国際法講義録』を要塞砲兵幹部練習所か ら出版 している。その本 は,同 氏が1889年から90
年(明 治22年か ら23年)にわたって,同 練習所で行 なった講義をまとめて出版 した もので,そ れによ
って,明 治法律学校 で行 なった彼の講義の内容 も推察出来 る。
同書 に よれ ば,同 氏 は,国 際法 につい て,次 の よ うに述 べて い る。 「国際法 ハ原語 二之 ヲ 『ドロワ,
ア ンテルナ シ ヨナー ル』 ト云 フ。即 チ,国 家 ト国家 トノ問 ノ法律 ト云 フ義 ナ リ。 又 『ドロ ワ,デ,ジ
ャン」 ト云 フ。 之 ヲ課 ス レハ,万 国法 ト云 フ可 シ。 何 レノ語 モ允 当 ニ シテ何 レ ヲ採 ラルル モ妨 ケナ キ
ナ リ。 国際法 ノ定義 二付 テハ,学 者 ノ説 種 々ア リテ,一 二 ニ止 マ ラサ レ トモ,総 テ大 同小 異 ナ レハ,
今悉其定義 ヲ集 メ廣 ク之 ヲ攻究是非スルノ必要ヲ見サル ヲ以テ,只 タ簡単ナル定義 ヲ示 スニ止 メン ト
ス。即チ,国 際法ハ,諸 国ノ交際スルニ方 リ,五二享有スル権利及 ヒ遵守 ス可キ義務 ヲ規定シタル法
律ナ リト云 フヲ得可 シ。又,諸 国ノ交際上二於テ普通 二用 ヒラルル規則 ノ全髄 タ リ トモ謂 フ ヲ得可
シ。 此二者 ハ固 ヨ リ同一 ニ シテ,一 方ハ客 観上 ヨ リ観察 シタル定義 ニ シテ,一 方ハ 主観上 ヨ リ来 りタ
ル定義ナリ」(句読点は,便 宜筆者が加筆。以下同 じ)。
熊野敏三は,そ の後,明 治法律学校 の幹事を,岸 本辰雄,斎 藤幸治 と共につ とめている。明治法律
学校が校長,教 頭を置いたのは,1888年(明治21年)のことであるが,教 頭初代 は宮城浩蔵,次 代が
井 上正 一,そ して3代 目が 熊 野敏 三 で,1892年(明治25年)9月 か ら8年 間,つ ま り,死 亡 の時 ま
で,教 頭 もっ とめた。
熊野 が,秀 才 で あ り逸材 で あった ことを示 す逸 話 が,『明治大学 百 年史』111-45に載 せ られ てい る。
それは,次のような話である。'
明法寮の授業は,明 治5年9月18日から開始 された。1月 間の試業期間のあ と,学力別 の2ク ラス編
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成 とな り,その結果,上 級 クラスに岸本 ら13名,下級 クラスに,宮 城,熊 野 ら7名 が配 当された。授
業は,大 学南校 のフランス語教 師だった りベ ロールが担当 していた。 ところが,発 足後間 もな く,司
法省の中で,あ のような明法寮などは役 に立たん。 フラ ンスの法律なんか を莫大な金をかけて教育 し
たって物の役 に立つはずがない。廃止 して しまえ,と い う批判 が続出 し,も う廃止直前 までいった。
しか し,司 法卿の江藤新平が,一 度学校 を実際 に視察 してみて,そ の上で存廃 をきめよう,と い うこ
とになった。 いざ学校検分 とい う日にな り,江 藤が教室に現れた。する と校長格の ジュ ・ブスケが,
江藤に 「貴方が,直 接学生 に試 問 して ごらんなさい」 と言い,学 生 の磯部四郎 に,「貴 方はそれ を黒
板 に書留めなさい」 と命 じた。 それで,江 藤は 「襲 に司法省において法学校 を設 け,学 鑑 をしてフラ
ンスの法律 を研究せ しむるは,た だに フランス法学者を養成す る為 めに非 らず して,他 日,我 が法制
を為すに当 りてよく日仏両国の法律 を咀噛 し,日 本 に最 も適当なる最 も善良なる法律 を制定せ しむる
為 な り。故に学生た る者,よ くこの意 を体 して勉強すべし」 と言 った。 そして,磯 部 がそれを黒板 に
書 き終 るや,ジ ュ ・ブ ス ケは,最 年 少 の 熊野 を さ して,「貴 方 が,そ れ を フラ ンス語 に訳 しな さい」
と命 じた とい う。 そ した ら,何 と,熊 野 は,そ れ を,す らす ら とフ ラ ンス語 に訳 して しまった。 その
訳 文 を2カ 所 ほ ど,リ ベ ロール が な お した が,ジ ュ ・ブスケ は大 満足 で,江 藤 に,「実 に素晴 らしい。
誠 によ く出 来 た」 と褒 め た とい う。
江 藤 も満足 し,ジ ュ ・ブスケ の通 訳 で りべR一 ル と授 業上 の問題 に ついて5,6点 問答 した上 で,
司法省に帰っていった。 そして司法省 に帰 りつ くや,「明法寮の学生 は評判 に反 して,な かなかよ く
出来 る。将来相応 に役立つ見込があ る。明法寮 は存続 するこ とに決め よ う」 と言 って,存 続が決 っ
た,と い う話である。 その状況を後 に 「司法省法学校設立最初 半年の状況」 として 『法曹記事』第26
巻7号 に書いている加太邦憲 によれば,「年少 ではあるが,学 才が あ り,な かなか進歩が速 い熊野君
が,翻 訳 を命ぜ られたのは,実 に,僥 倖だった」 と書 いている。熊野の逸材ぶ りが,明 法寮の廃止 を
救ったのだった。'
当時,熊 野 は18歳(安政元年が1854年,明治5年 が1872年だか ら,も し彼が安政3年 生れだった と
すると16歳)であった。 そのあ と8年 間 もフランスに留学 したのだか ら,彼 は,相 当な語学力 を持 っ
てい た と思 われ る。
彼 は才能 もあったかわ りに,相 当手腕 家で もあった ようで,司 法省,明 治法律学校 の ほか に も,
量885年(明治18年)12月重日には浅草法律学校(明 法学館改名,井 上操,谷 山直太郎,五 味氏等)の
開校に関与 して50名ほどの学生 を指 導 し,明治19年5月開校の横浜法律学校 にも名を連ねていた。
9「 講法会」 と 「政治学講 習会」
遠隔地の勉学希望者 のための通信教育の気運が,1884年(明治17年)頃か ら1887年(明治20年)に
かけて盛 んになった。明治大学で も,明 治20年9月に 「講法会」 と言 う組織が設立 された。 その趣 旨'
によると 「本会ハ明治法律学校内二之 ヲ設ケ,法 律政治 ノ諸学科 ヲ研究スル ヲ以 テ目的 トス」 として
お り,毎 年10月を入会 期 と して い た。最:初の第1期,・ つ ま り明 治20年10年か ら21年9月 まで の会 員
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が,実 に4600名に達 している。(慶応義塾大学や,中 央大学が,第2次 世界大戦後 「通信教育」 を始
めたのに,明 治大学がそれを見送ったのな どは,大 学の経営姿勢 としては,明治期 の姿勢 に比べて消
極的だった と反省 させ られる)。
「講 法会」発足後1年 たった1888年(明治21年)12月に,「政治学講習会」の設置が決 められ てい
る。1年 半後の国会開設に向けて 「政治家たるべ き技禰 を培養すること」を目的に し,光妙寺三郎 を
主任 として発足 している。1889年(明治22年)2月の第2期 の計画書 に記 ざれた講師陣では,熊 野敏
三 は 「社会学講義」 を担当 し,「国際公法」 は,福 田謹一が担 当しているのも,面 白い。
5外 国 人講 師 パ テル ノス トロー
注 目すべ きことは,そ れ に前後 して,明 治大学が,国 際法の講義について,著 名な外国の国際法学
者 を迎 えて い る,と い う ことであ る。
「明 治25年6月14日 に終 講 」 と記 さ れ た パ テ ル ノ ス トロ ーAlessalldroPaternostro講述 のr国 際
法講義』 とい う本 が,明 治法律学校 ・講法会か ら出版 されている。当時の学校経営者のほうが,講 師
の採用 について,現 在 よりも遙かに積極的な,フ レキシブルな,頭脳 と姿勢を持 っていたように思わ
れ る。
パ テルノス トローは,明 治政府 の招 きによって,ボ アソナー ドに次いで法典編纂事業 の顧問 とし
て,1889年(明治22年)に 招 聰 され,来 日 した。 ち ょうどその年 は,2月22日 に大 日本 帝国 憲法 が発
布 された年である。
このパテルノス トロー講述の 『国際法講義』 とい う本 は,明 治法律学校での彼の国際法 に関する講
義 を内容 とした もので あ る。講 義 は,お そ ら くフラ ンス語 で行 なわれた もの と思 わ れ るが,そ れ を,
後に常設国際司法裁判所の裁判官に もなった安達峰一郎が 日本語に通訳 し,そ れを,校 友で弁護士の
中村藤之進が筆記 したものを,纏 めて出版 した ものである。
パ テル ノス トロー は,イ タ リアの大学 教授 ・法.二博士 で,シ シ リー 島北西 部 のパ レル モPalerumo
地 方 出身 であ り,来 日前 に国会議 員 もつ とめた こ とも南 るが,帰 国後1899年(明治32年)4月,ロ ー
マで,50歳で死亡 した ことを,同 年6月20日付の東京 日々新聞が伝 えている(知 人の辻新次,曲 木如
長両氏 に連絡が あった模様 である)。したがって,彼 が明治法律学校で国際法の講義 をした のは,40
歳前 半 の こ とだ った ことにな る。
このパテル ノ家 トロー講述 の 『国際法講義』の結論のよ うな部分 には,次 の よ うに述 べ られてい
る 。
「諸君,国 際法 ノ原則ハ,今 日未 タ全 ク実際二行ハ レス。然 レトモ此原則 ヲ将来全 ク実際二行ハ シム
ル コ トニ尽力ス可キハ吾々法学者ノ責任タルコ トヲ忘ル可カラス。本校 二於テ襲キニ諸君 ノ為メニ国
際公法 ノ講義 ヲ始 メ,殆 ン トニ年 ヲ経タル今 日二至 リ,漸ク簡単二之ヲ講了スル ヲ得 タリ」 と書かれ
てい る。 それ に よる と,1889年か ら91年(明治23年か ら25年)頃 にか けて,パ テル ノス トローが明 治
法律学校で国際法の講義を担 当した ことが明 らかである。
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安達峰一一郎は,宮 城浩蔵 と同 じ山形の出身で,1889年東京帝国大学を卒業 して外務省の外交官試補
に任官 して外交官になったが,フ ランス語 には当時 か ら極めて堪能であ り,同 時に通訳 として明治法
律学校の講 師を兼ねていた ことになる。
1991年(明治25年)は,民法典論争が最 も高揚 した年で,熊 野敏三 も,民 法即時断行の意見書 に名
を連 ねて い る。
それ か ら問 もな く,1894年一95年(明 治27,部 吾1)の日清 戦争 が 起 こ り,わ が国 は,実 際 に国 際法
を実地に適用する機会 を持つ ことになった。
6国 際法学会設立の頃f秋 山雅之介
そして,1897年(明治30年)3月4日 に,日 本 で はじめての学会 である,国 際法学会 が創設 され
た。 それは,日 清戦争 の経験か ら,わ が国が西欧列強 に伍 して国際社会に進 出してい くためには国際
法の研究が必須である という認識の現れであった。
『明治大学百年史』(第1巻 資料編1)に 記載 されてい る明 治法律:学校教員資格書 を読 むと,こ の
1897年(明治30年)9月 か ら,神 藤 方一(文 久 元年1月5口 生 ,神 奈 川 県平 民)が,1899年(明 治32
年)9月 か ら翌年 にかけて,秋 山雅 並(慶 応元年3月 生,広 島県士族,外 務省翻訳官)が 国際法の
講義 を担当 している。 また,国 際私 法の講義 は,野 澤武之助 く慶応2年1月 生,栃 木県平民)が 担当
し・法例 と国籍法 は・山口弘二(慶 応2年12月生,東 京府士族,独 乙協会学校卒,陸 軍教授)が 担当
して いた。
この頃,陸 軍省参事官 の肩書で,秋 山雅之介の 『戦 時国際公法講義』が,明 治大学出版部か ら出版
されている。残念なことに,そ の本の出版 された年月EIが記載 されていない。 しか し,そ の内容 を読
む と,購 和 条 約 の ところ に,「 日露 戦 役終 了 二当 リ,ポ ー ツ マ ス条 約 ヲ以 テ,露 国ハ,日 本 国 力韓 国
二対 スル保護監督 ノ権利 ヲ認 メ……云々」(p.259)と書かれて いる し,明 治法律学校 が明治大学 と
改称 した の は,明 治36年の こ とで あ るか ら,こ の本 は,明 治38年(1905年)以後 の 出版 で あ ろ う と思
われ る。 つま り,その頃 まで も,秋 山は,明 治大学で国際法の講義 をしていた もの と思われ る。
なお,1900年(明治33年)に は,国 際 公法 と国籍:法を,中 村 進午(明 治3年5月 生,北 海 道平 民,
法制局参事官)が 担当 している。中村 は,帝 国大学卒業後,1894年(明治27年)に東京専門学校(早
稲川大学の前身)の 講師 にな り,国際法を講義 していたが,1897年(明治30年)には,学 習院教授 に
もなった。 この時期,秋 山 と平行 して中村が国際法 の講義 を担 当 したのか,或 いは,中 村が秋山 と交
替 し,ま た は臨時 に国際法の講義を行なっていたのか は,現 在 のところ明確ではない。
なお,国 際私法は,こ の時期,引 続 き,野 澤武之助が担当 していた。
明治35年(1802年)には,国 際法学会 に よって,『国際法雑 誌』(現在 の 『国際 法外 交雑誌』 の前
身)が,創 刊 された。
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.二 明治大学と改称後の国際法講義
1高 橋作衛 らの出講
1903年(明治36年)8月25日,明 治法律 学校 は,専 門学校 令 に よる大学 にな り,「明治大 学 」 と改
称 した 。 、
その翌年(明 治37年)8月に発行 された.m明治法学臨時増刊』第75号の 『明治大学校外生規則,回
議法会規則』には,法 学部の講師 として,壷 鐙作衛,壷 屋亨(ト オル),登賀長雄,安 達峰一郎等の
名が見 られ る。
そして,そ の中に 「明治大学法学科講義録見本」 として,国 際法について,高橋作衛のものが掲載
され てい る。 その肩書 は,東 京 帝国大学 法科大学教授 とな って いる。 そ して,そ の 冒頭 は,総 論,第
一章 「国際法 ノ沿 革」で あ り,「抑 々国際法 ナルモ ノ ノ現今 ノ体 裁 ヲ備 フル ニ至 リタル ハ,僅 カニ 四
世紀前ノコ トナ リ。国際法ノ基礎タ～レ観念,即 チ領土主権 ノ観念ゑ ヒ国ノ独立平等権等 ノ観念ハ,実
二近 世 ノ創定 二係 ル」 と述 べ られ てい る。
それによって,当 時,明 治大学の国際法の講義 は,主 として高橋作衛が担当 していたものと推定さ
れ る。
高橋 は,1894年(明治27年)に海 軍大学校 教官 に な り,日 清 戦役 に従軍 した。 そ して,1901年(明
治34年)に東京帝国大学法科大学教授に就任 して国際法を担当 した。
なお,寺 尾亨(ト オル)も,東 京帝国大学法科大学の国際法担当教授であ り,寺尾は,高橋 より前
の明治28年9月に同教授になった。 また,有 賀長雄 の本務校は,陸 軍大学校であった。
1905年(明治38年)9月に発行された 『明治法学臨時増刊』第92号の 『明治大学校外生規則』.には
冒頭 に,担 当講師 の一 覧表が掲載 され てい る。 それ を見 て み る と,国 際法(平 時 ・戦時)は,法 学 科
の第3学 年 に配 当 され,講 師 と して は,依 然 と して,」鑛 作衛 の名 が記載 され てい る。、な お,国 際私
法の担当 としては,山 田三良の名が記載 されている。筆者が国際法学会に入会 したのは,1950年頃だ
ったが,そ の時の学会理事長が山田三良氏であった。
この本にも,「法学科講義録見本」 として,戦 時国際法についての高橋の ものが掲載 されている。
その 冒頭 に は,次 の よ うな こ とが書 かれ ている。
「総論,第 一章 「戦争の定義」「戦争ノ定義 トシテ学者 ノ挙 クル所ハ,千 差万別 ナリ。就中最モ完全二
近 キモノ ヲ,ロ ー レンス氏 ノ定 義 トナ ス。 同氏 ハ,戦 争 ヲ定義 シテ,左 ノ如 ク云 ヘ リ。
戦争 トハ,国 家,或 ハ戦争二関シテ国家タルノ権利 ヲ有スル団体間二,公 然兵力 ヲ交フル ヲ謂 フ。
余ハ,少 シク,ロ ー レンス氏 ノ与 ヘ タルモ ノニ補 充 シテ,次 ノ如 ク定義 ヲ下 サ ン トス。
戦争 トハ,国 家間又国家 ト交戦団体,若 クハ交戦団体 ト交戦団体 トノ問二,公 然兵力 ヲ以テスル争
;
闘ニシテ,必 ス国際間二異常ナル権利義務ノ関係ヲ生セシムルモノヲ謂フ」。.
なお巻末の講師名簿 には,高橋 をその年度の国際法担当者 とし,そ の他,中 村進午,有 賀長雄,堂
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尾亨(ト オル〉,安達峰一郎,秋 山雅之介,立 作太郎氏等の名 も掲 げられている。…
高橋作衛 と有賀長雄 は,明 治37,8年の 日露戦争の際,軍 嘱託 として従軍 し,そ の結果,高 橋 は,
『戦 時国際法理 先例論』。有賀 は,『文 明戦 争法規』 『戦時 国際 公法』 を出版 した。 あたか もこの年
(1905年:明治38年)に,今で も世界 的に有名 なオッペ ンハイムの 『国際法』の初版本が出版 されて
い る。
1907年(明治40年)に,立作太郎が,東 京帝国大学の国際法講座 を担 当す ることにな り,1912年
(明治45年:大正元年)『国際法雑誌』 は 『国際法外交雑誌』 と改題 した。
2こ の時期の国際法講義の概況
この明治時代後期 における明治大学 における 「国際法」 に対す る態度は,当 初明治法律学校創設 の
趣 旨に掲げていた,「法」を教授する とい う姿勢であ り,そ の時期 における日本の有力な国際法学者
(そのため実際 には,東 京帝国大学や海軍大学等の教授)を 兼任の講師 として招聰 して,そ の目的 を
達成 していた。 この時期 におけるわが国の国際法研究者 の態度 は,西 欧国際法の継承伝授か ら,具体
的な事件の実態を正確に記述 し,伝統的国際法 にあてはめて検討 するとい う態度であ り,さ らに進ん
で分析的,理 論的研究を進めるには至 っていなかった。 その点では,大 陸的,特 に ドイツ法的な条文
解釈 を中心 にしてその適用 にともなう一一般的原理の追究 を基本姿勢 とした,民 法学,刑 法学等の態度
とはか な り異 な った もので あ った。
三 大学令による明治大学(大正期)の 国際法教育
1教 授陣の充実,立 作太郎の出講
1920年(大正9年)4月15日,明 治大 学 は,大 学令 に よる大学 として認 可 され た。 それ に よって,
正式 の大学 になった。
それ以前の学則や,法 科大学 および政治経済科大学のカ リキュラムによれば,国 際公法(平 時)は
第1学 年,国 際公法(戦 時)は 第2学 年 に配当 されていたが,新 学則,法 学部法律 学科のカ リキュラ
ムには,国 際法(国 際公法)はT第2学 年に選択科 目として配当され,法 学部政治学科のカリキュラ
ムでは,国 際公法(平 時)は,第1学 年 に必須科目 として配当 された。 また,旧 学則の商科大学のカ
キ リュラムでは,国 際法{国 際公法 ・平時)は,第2学 年 に随意科 目 として配当され ていたが,新 学
則の商学部のカ リキュラムでは,国 際法(国 際公法)は,第1学 年に選択科 目として配当された。
大学昇格 にともなって,教 員 の充実がはか られ,教 授会 も構成 され るようになった。
国際法についていえば,従 来 は非常勤講師だ けであったが,大 正9年7月 に発行 された 『明治大学
学報』第46号に よると,法 学部の教授会員 として法学博士遠藤源六が嘱任 された旨力§記載 されてい
る 。
大正期 における,明 治大学の国際法に対 する態度 も,こ の頃 まで は,概 ね明治期の姿勢 を引継いだ
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もの とい うことができる。 つま り,国内の代表的国際法学者を,兼 任の講師 として招聰 し,学 生に講
義 して貰 うという段階に止 まっていた。それは,経 営的見地か ら,専任 固有の国際法担 当の教授を養
成す るよ りは,兼 任講師 に依存するほうが安全であるとい う考慮があったのか もしれない。
この時期 における日本の代表的国際法学者 といえば,立 作太郎があげられ る。私 も,第2次 世界大
戦後,1974年(昭和49年)6月,日 本 評 論社 か ら,『日本 の法学 者』 とい う本 が 出版 され る に 当 って,
「日本で1人,国 際法学者 を挙 げるとすれば誰 か」 と質問 され,た め らいな く.立作太郎教授 をあげた。
その結果,私 に 「立作太郎」の項 目の執筆を依頼 され,結 局執筆することにな ったが,そ のために調
べてみて も,そ の選択 に誤 りは無かった と思 われた。 なぜ,彼 が 日本の代表的国際法学者に挙 げられ
るか と言 えば,そ れまでの日本 の国際法学者 が,大 体西欧国際法の紹介 と事実の記述 にとどまってい
たのに対 して,彼 において始 めて,理 論的研究の芽生えが認め られ,ま た彼がその後の 日本 の国際法
研究 に多 くの影響を与 えているか らである。
明治大学に も,立作太郎は,兼 任の講師 として出講 した。 しか し,明 治大学 の国際法学 について言
えば,残 念なが ら;立 の影響 はあまりあった とは言えない。率直に言えば,彼 は,い わ ば兼業で明治
大学に出講 し,積 極的に明治大学で国際法学の継承者 を育 てようとい う気持 までは,持 たなか った。
2最 初の国際法担当教授,遠 藤源六
それに対 して,明 治期か ら昭和期 にか けて,長 く明治大学の国際法学 に影響 を与 えたのは,遠 藤源
六 だ った と思 われ る。一
遠藤は,1872年(明治5年)8月15日,宮 城 県栗原郡志波姫村 の出身で,本 籍 はその大字 白幡字伊一
豆野である。志 を抱いて上京 した彼は,「桂庵」に行 って職 を求 めることか ら始 めた。 そ して,肉 体
労働 をしなが ら東京帝国大学 の門 を目指 した。筆者 は,大 学院校舎 の704号室で,遠 藤教授 としば ら
く同じ部屋で机 を向い合せて過 した ことが あった。遠藤は,苦 学 して法科大学法律科に学び,1900年
(明治33年)7月大学を卒業,す ぐに海軍省主理試補,翌 年4月 海軍省参事官兼海軍大学校教官 にな
り,以来,陸 海軍大学校,明 治大学,東 京帝国大学等 において国際法 を講 じ,学 生 の教育 にあた っ
た。彼 は1908年(明治4ユ年)1月15日に 「戦時禁制品論」の論文 によって法学博士 の学位 を取得 し
た 。
遠藤は,す でに(1908年)明治41年9月か ら,明治大学で国際法の講義 を担当 し,大正9年 か らは一
国際 法主任 をつ とめて い る。 そ して,1920年(大正19年)5月 か ら昭和2年12月 まで と,同 月 か ら昭
和5年17月までの二期,財 団法人明治大学理:事もつ とめた。
彼 は,1933年(昭和8年)4月 か らは,明 治大学 法学部(1「1制)の国際法 担 当 の教授 にな り,1941
年(昭 和16年)4月15F]まで は,図 書館 長 も兼務 した。 そ して1944年(昭和19年)1月10日 一 旦法学
部教授 を辞任 し,同 月18日名誉教授 になったが,第2次 世界大戦後の1998年(昭和23年)5月,再 び
h治 大学法学部教授 に返 り咲 き,そ の後1959年(昭和34年>3月31日まで新制大学法学部教授,そ の
後 は非常勤講師 として国際法の講義(一 部憲法)を 中心にして,学 生の教育指導 にあたった。 また,
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1956年(昭和31年)以 降,明 治大学 の顧 問 もっ とめた 。
遠藤が出版 した著書 には,次 のような ものがある。
1908年(明治41年7月)日 露戦役国際法論(明 大出版部)
1909年(明治42年)国 際法要論上 ・下(清 水書店)
同 年(明治42年)戦 時禁制品論(同)
1916年(大正5年1月)国 際法提要(同)
1922年く大正ll年1月)国 際法関係法規(同)
1951年(昭和26年5月)日 本国憲法論(明 大出版部)
1954年(昭和29年9月)国 際法講義要綱(平 時)(同)
1955年(昭和30年6月)国 際法講義要綱(戦 時)(同)
遠藤 は,昭 和43年再 び,新 制 での名誉 教授 にな ったが,1971年(昭和46年)5月13日 死亡 した。
なお,遠 藤は,明 治大学外の経歴 としては,佐 世保捕獲審検所評定官(明 治37年1月),行政裁判
所評定官(大 正2年6月),行 政裁判所長官(昭 和17年9月),枢密顧問官(昭 和21年3月)を歴任 し
た 。
また,昭 和4年 の専門部教員 ・教科表 によれば,専 門部の国際公法 と外交 史を,192G年(大正vv
年)4月 か ら米田實が担 当している。一
大正14年7月28日には政治経済学部の設置が認可 されたが,そ の際の教員予定表には,国 際公法の
担当予定者 として,泉 哲 の名が記載 されている。そこでは,国 際公法は,必 須科 目とされていた。一
四 昭和期における明治大学と国際法
1最 初の国際法専任教授,鈴 木萬美
1929年(昭和4年)の 『明治大学教員調』(明治大学百年史第2巻p.473)によれ ば,当 時 は遠 藤
源六(当 時本務 は行政裁判所評定官)が,法 学部,政 治経済学部,商 学部の国際公法(各4単 位)
と,法学部,政 治経済学部 の国際私法 く各2単 位)を 担 当 していた。なお,1930年(昭和5年)の
『専門部教員調』(p.479)によれば,専 門部 については,米 田實非鴬勤講 師が,大 正9年4月 以降国
際法,外 交史 を担当 していた。
昭和期 における明治大学 と国際法についての画期的な出来事は,明 治大学出身の,国 際法担当の専
任の教授が誕生 した ことである。1919年(大正8年)4月 明治大学法学部法律科 を卒業 し,1926年
(大正15年)まで同大学院 で遠藤 の指導の下に研究 し,さ らに,1930年(昭和5年)ま でアメ リカの
コ ロ ンビア大 学 とニ ュー ヨー ク大学 で研究 を続 けていた鈴 木 萬美が,1931年(昭和6年)4月,法 学
部の専任講師,193年(昭和8年)助 教授,1938年(昭和13年)7月1日専任教授に任用 された。
鈴木 は,1899年(明治32年)8月27日,愛知県渥美郡 田原町大字加治字 向嶋112番地 に生れ,愛 知
県立成章館中学 をへて,明 治大学に学 び,助 教授在任中も1934年(昭和9年)か ら約1年 間,ア メ リ
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カのカーネギー財団の招きによってアメ リカの国際法研究所に留学研究 した。彼 は,第2次 大戦中,
陸軍 の国際法顧問 として中国に赴いた こともある。 その主要な著書 としては,
1941年(昭和16年)5月 国際法要義(文 雅堂書店)
1950年(昭和25年)国 際法(全)(巌 松 堂)が あ る。
なお,鈴 木 は,博 士論文 として 「在外国民保護論」 を考 えていたようで,法 律論叢にはその一部が
掲載 されているが,残 念なことに,未 完に終 っている。同教授の主著 とも言うべ き 『国際法要義』の
冒頭,序 論,国 際 法の概念,に は,次 の ように述 べ られ てい る。
「国際法は,国 際社会に妥当する法規範の統一 された総体である。 まず,現 実 に国際社会が存在す る
こと,こ れに妥当す る諸規範の実在することが第一次に必要であり,次 にかかる法規範の多数が統一
された総体が国際法秩序 とな り,国家その他の団体及び個人の国際法的生活関係 に法的安定を与 える
具体的諸問題 を研究することが第二次に必要である」。
2第2次 世界大戦直後の状況
第2次 世界大戦後1949年(昭和29年)2月2111,新学校教育法 による新制大学 として,「明治大学」
が認 可 された。1952年(昭和27年)5月 の専 任教 員 ・教科 表 に よる と,専 任 教授 として,遠 藤源 六 と
鈴木萬美の名が記載 されている。なお遠藤の担当は,国 際法,憲 法で,基 本給18,130円,鈴木の担当
は,国 際法,法 学,国 際私法 で,基 本 給24,730円と記 載 され てい る。 鈴木 は,残 念 な ことに,病 気 の
ため,1959年(昭和34年)3月31日退 職,1962年(昭和37年)7月28日,63歳 で死 去 した。
1952年4月に,国 際法担当の非常勤講師 として宮崎 繁樹 が任用され,翌 年4月,専 任助教授,昭 和
28年4月,専任教授 に昇任 された。なお,関 根万之助が,ド イツ語 と国際私法の担当として明治大学
短期大学に専任 として任用され,政 治経済学部で は,神 川彦松が国際法 と外交史担当の専任教授 とし
て任用された。その復 しばらくは,そ のような陣容で国際法 と関連科 目の講義が行なわれていた。
あとが き
舳
筆 者 は,194E年4月明治大 学(旧 制)法 学部 に入学 し,1996年3月末 定年退職 した。満50年間,明
治大学 に通 い続 けた ことにな る。 た また ま機会 を与 え られた ので,本 研 究 の一端 を,同 年1月16日, .
大学院校舎南講堂で最終講義 として報 告 した。本稿 は,そ れの後半 を着干圧縮削除 した ものである。
(みやざき しげき)
,
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